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御立岬の夜空を彩る大輪の花火
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今月の表紙「御立岬の夜空を彩る大輪の花火」

広報あしきた　９月号

　合併 10 周年を記念し田浦夏まつりで打ち上
げられた花火。ライトアップされた御立岬シン
ボルタワーを演出するように夜空を彩りまし
た。（写真は８秒間露出しています）
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人口のうごき（H27. ９. １現在）（　）内は前月比

台
風
15
号
が
猛
威

町
内
各
地
に
大
き
な
爪
痕

　

16
年
ぶ
り
に
県
内
に
上
陸
し
た
強
い
台

風
15
号
。
８
月
25
日
未
明
に
は
芦
北
町
に

最
も
接
近
し
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
役

場
庁
舎
の
風
速
計
で
は
午
前
４
時
27
分
、

瞬
間
最
大
風
速
52
・
８
㍍
の
猛
烈
な
風
を

観
測
し
ま
し
た
。

　

こ
の
暴
風
雨
に
よ
り
町
内
各
地
で
倒
木

や
崖
崩
れ
に
よ
り
道
路
網
が
寸
断
さ
れ
、

一
時
町
内
の
約
１
０
０
路
線
が
通
行
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
倒
木
に
よ
る

断
線
や
電
柱
の
倒
壊
に
よ
り
町
内
全
域
が

停
電
。
長
い
と
こ
ろ
で
は
５
日
間
に
わ
た

■町税減免の相談を受け付けています
町税減免についての相談を９月 30 日（水）ま
で税務課で受け付けています。

税目 被害の割合 担当係

固定資産税
土地・家屋・償却資産

被害面積・損害金額
おおむね２割以上

固定資産税係
（内線１２４）

個人住民税

国民健康保険税

住宅・家財
損害金額

おおむね３割以上

住民税係
（内線１２１）

今回の台風災害により下記の表に該当する被害を
受けられた方は減免対象となる場合があります。

※保険金、損害賠償金などで補てんされる場合に
　は減免の対象にならない場合があります。

■罹災（りさい）証明について
罹災証明書の発行については総務課防災交通係
までお問い合わせください。
＊問い合わせ先　総務課　防災交通係
　　　☎︎（８２）２５１１（内線２１８）

＊問い合わせ先　　
　税務課　☎︎（８２）２５１１

っ
て
停
電
す
る
な
ど
町
民
生
活
を
直
撃
し

ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
で
は
町
内
で
配
達
業
務
中
だ

っ
た
と
見
ら
れ
る
町
外
男
性
の
死
亡
が
確

認
さ
れ
た
ほ
か
、
家
屋
の
損
壊
や
屋
根
瓦

の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
大
規
模
な
風

倒
木
や
収
穫
前
の
カ
キ
、
柑
橘
類
な
ど
農

林
水
産
物
に
も
大
き
な
被
害
が
で
る
な
ど
、

町
内
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
い
き

ま
し
た
。　

台
風
15
号
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■台風 15 号による町内の被害
（９月４日現在　※被害額は集計中）
▶︎農林水産施設（農道、林道など）36 件
▶︎公共土木施設（町道など）　99 件
▶︎住家被害　243 件　▶︎死者　１人
（参考）町内の観測記録
▶︎瞬間最大風速　52．８メートル
　　　　　　　　（25 日午前４時 27 分）
▶︎最大時間雨量　37ミリ（小田浦）
▶︎総雨量　152．５ミリ（大野）
▶︎予防的（自主）避難　133 世帯 191 人

人 口　　　１８，５６２人　  （−２１）
男 　　　　８，７３３人　  （−１７）
女 　　　　９，８２９人　  （−　４）

65 歳以上　　　　７，２６４人　  （＋　２）
世 帯 数　　　　７，４５２世帯（−　２）
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　 戦後 70 年　戦没者への想いを次代へとつなぐ

　

み
か
げ
公
園
で
８
月
15
日
、
戦
没
者
の

追
悼
と
平
和
を
祈
念
す
る
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
戦
没
者
遺
族
や

関
係
者
約
１
０
０
人
が
参
加
。
竹
﨑
町
長

は
「
英
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
、
そ
し

て
こ
の
慰
霊
碑
が
恒
久
平
和
の
象
徴
と
な

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

町
戦
没
者
遺
族
連
合
会
の
浅
野
陸
雄
会

長
は
「
こ
の
慰
霊
碑
を
末
長
く
大
事
に
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

３
カ
所
の
慰
霊
碑
を
合
祀

　

こ
れ
ま
で
町
内
の
慰
霊
碑
（
塔
）
は
、

み
か
げ
公
園
の
ほ
か
、
田
浦
、
湯
浦
の
３

カ
所
に
分
散
し
て
い
ま
し
た
。
各
慰
霊
碑

と
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

町
内
遺
族
会
と
町
で
協
議
を
進
め
、
み
か

げ
公
園
の
慰
霊
碑
を
改
修
し
町
内
の
戦
没

者
１
２
５
１
人
の
御
霊
（
み
た
ま
）
を
合

祀
し
ま
し
た
。

　

改
修
さ
れ
た
慰
霊
碑
に
は
戦
没
者
全
員

の
名
前
を
記
し
た
銘
板
や
追
悼
と
平
和
を

祈
る
碑
文
が
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

　戦没者の追悼と平和を祈念する碑が完成

　

平
成
27
年
度
芦
北
町
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月

26
日
、
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
に
は
遺
族
や
来
賓
な
ど
約
６
０
０

人
が
出
席
し
、
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た

１
２
５
１
人
の
英
霊
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。

　

竹
𥔎
町
長
は
「
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
た

今
日
、
祖
国
の
た
め
に
尊
い
一
命
を
捧
げ
ら
れ

た
英
霊
の
心
情
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
平
和
を

愛
し
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
実
現
の
た
め

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
遺
族
を
代
表
し
て
吉
尾
遺
族
会
会

長
の
浅
野
陸
雄
さ
ん
が
「
私
た
ち
も
郷
土
の
発

展
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
」
と
英
霊
へ
の
感
謝

と
追
悼
の
言
葉
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
や
遺
族
代
表
者
な
ど
に
よ
る

献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
代
に
引
き
継
ぐ
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
孫
・
ひ
孫
の
会
」

か
ら
、
戦
没
者
の
ひ
孫
に
あ
た
る
児
童
が
出
席

し
、
湯
浦
小
３
年
の
川
尻
一
翔
（
い
ち
か
）
く

ん
が
壇
上
で
献
花
し
ま
し
た
。
ま
た
田
浦
中
３

年
の
川
元
由
比
さ
ん
が
「
世
界
に
目
を
向
け
、

戦
争
や
平
和
、
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
」
と
平
和
の
願
い
を
発
表
し
ま
し
た
。（
全

文
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

午
後
か
ら
は
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
陸
海
空
自
衛
隊
の

行
進
曲
や
葦
北
鉄
砲
隊
の
テ
ー
マ
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
保
育
園
の
園
児
た
ち
も
参

加
し
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
「
よ
う
か
い
体
操
第

一
」
を
踊
り
ま
し
た
。

戦
後
70
年
　
平
和
の
願
い
を
新
た
に

芦
北
町
戦
没
者
追
悼
式

英
霊
に
献
花
す
る
遺
族

碑
の
除
幕
を
行
う
関
係
者

式辞を述べる竹﨑町長

献花する川尻一翔くん（写真中央）見事な演奏を披露した西部方面音楽隊
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終
戦
か
ら
70
年
が
経
ち
ま
し
た
。

戦
争
を
知
ら
な
い
私
は
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
見
た
り
、
祖
母
か
ら
聞
い
た

り
す
る
こ
と
で
し
か
知
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
私
の
祖
母
は
戦
争
を
経

験
し
て
い
て
、
そ
の
苦
し
み
や
悲
し

み
を
幾
度
と
な
く
聞
い
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
た
ち
が
国
や
家
族
、
愛
す

る
人
の
た
め
に
闘
い
、
尊
い
命
を
落

と
し
た
戦
争
。
戦
地
に
散
っ
て
い
っ

た
人
た
ち
の
思
い
、
残
さ
れ
た
家
族

の
悲
し
み
や
苦
悩
を
思
う
と
胸
が
痛

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
一
面
の
焦
土

と
化
し
た
戦
後
の
日
本
の
復
興
、
さ

ら
に
近
代
化
を
実
現
さ
せ
た
人
々
の

力
に
は
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。 　

戦
争
は
た
く
さ
ん
の
人
々
を
犠
牲

に
し
ま
し
た
。
先
日
、
私
は
知
覧
の

特
攻
平
和
会
館
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
特
攻
隊
に
選
出
さ
れ
た
方

が
出
陣
前
に
し
た
た
め
た
寄
せ
書
き

や
絶
筆
、
家
族
に
宛
て
た
手
紙
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
特
攻
隊
の
方
の
身

の
回
り
の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
た
鳥

濱
ト
メ
さ
ん
の
お
話
の
映
像
も
あ
り
、

帰
っ
て
来
ぬ
人
の
た
め
に
働
く
苦
悩

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
は
、
私
に
強
い
衝
撃
を
与

え
、
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
戦
争
に
関
わ
っ

た
人
は
、
祖
国
の
た
め
と
は
い
え
、

苦
し
み
な
が
ら
そ
の
時
代
を
生
き
て

い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
人
々
の
思
い
を
決
し
て
無
駄
に
し

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
戦
争
を
も
う
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
こ
と
、
多
く
の
人
が
戦

争
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
ろ
う
と
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ

ザ
イ
さ
ん
と
カ
イ
ラ
シ
ュ
・
サ
テ
ィ

ー
ア
ー
テ
ィ
さ
ん
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
お
二
人
は
、
女
性
へ
の
教
育

の
必
要
性
や
児
童
の
教
育
の
権
利
を

訴
え
、
２
０
１
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
マ

＋

　平成 27 年 10 月から、住民票を有する皆さまに 12 桁のマイナンバー（個人番号）が通知されま
す。町から住民票の住所にマイナンバーが記載された「通知カード」が簡易書留で送られます。
　一人暮らしで長期間医療機関などに入院・入所している人、DV、ストーカー行為、児童虐待
の被害者など、やむを得ない理由により住民票の住所地で通知カードを受け取ることができない
場合は、９月 25 日（金）までに居所情報登録申請の手続きが必要です。

住所確認

現在お住まいの場所と住民票の住所が異なる場合には、
通知カードを受け取ることができない可能性がありま
す。住民票の異動手続きをお願いします。原則として
マイナンバーは住民票に記載された世帯ごとにお送り
します。※通知カードは転送できません。

簡易書留で届きます

届いた簡易書留の中身を確認しましょう。

→以下の 3 つが入っています。
□ マイナンバーの「通知カード」　※大切に保管を
□ 「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
□ マイナンバーについての説明書類

マイナンバーは10月以降

申請しよう！

申請書

①申請書に署名または
　記名押印
②顔写真を貼付
③返信用封筒に入れ、
　郵便ポストへ !

申請方法① 申請方法②

顔写真

スマートフォンで顔写真
を撮影
→オンライン申請も可能

個人番号カード受取

平成 28 年 1 月以降、ご本人が町の窓口で受け取
れます。

受取の際、次のものをお持ちください。
　①大切に保管していた「通知カード」
　②申請後に届く「交付通知書 ( はがき )」
　③運転免許証などの「本人確認書類」
※住基カードをお持ちの方は、返却が必要です。

郵送も面倒・・・

そんな人は

マイナンバーの利用や提供は、
皆さん一人ひとりに関係します。
マイナンバーは生涯にわたって
使うものです。大切に保管して
ください。

個人番号カードは顔写真付き
IC カードで本人確認のため
の身分証明書などとして利用
することができます。
希望者には平成 28 年１月以
降無料で交付されます。
（上記３、４参照）

カードの発行は無料です。

10 月からマイナンバーが通知されます。

　住民生活課　総合窓口係
　☎︎（８２）２５１１（内線１４４）

※制度についての問い合わせは
　マイナンバーコールセンター
　☎︎０５７０（２０）０１７８
　外国語対応（英語、韓国語、中国語ほか）
　☎︎０５７０（２０）０２９１　

1

個人番号カード3

2

4

紙製のカードでマイナンバー、
氏名、住所、生年月日、性別
が記載されています。通知カ
ードには顔写真が付いていな
いので身分証明書として利用
することはできません。
（上記１、２参照）

◎マイナンバー制度の覚えておきたい４つのこと

通知カードとは・・・ 個人番号カードとは・・・

＊問い合わせ先

マイナちゃん
マイナンバーキャラクター

ラ
ラ
さ
ん
は
私
と
あ
ま
り
年
が
変
わ

ら
な
い
18
歳
で
す
が
、
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
主
催
の
講
演
会
な
ど
に
出
席
し
、

女
性
の
権
利
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
原
因
で
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
か
ら
銃
弾
を
受
け
負
傷
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
国
連
本
部

で
演
説
し
、「
銃
弾
で
は
私
の
行
動

を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し

て
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
て
い

ま
す
。
私
と
同
年
代
の
少
女
が
、
女

性
や
子
ど
も
の
権
利
と
世
界
平
和
の

た
め
に
、
命
を
か
け
て
闘
う
意
識
の

高
さ
を
見
る
と
、
私
の
平
和
に
対
す

る
知
識
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
と
感

じ
ま
す
。
平
和
な
社
会
を
目
指
す
た

め
に
は
、
誰
も
が
、
自
由
に
学
び
、

考
え
、
意
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
世

界
中
の
人
々
が
お
互
い
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
持
て
た
と
き
、
本
当
の

「
平
和
」
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
、
私
の
中
で
は
漠
然
と
し
て
い

て
、
形
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

私
は
将
来
、
何
ら
か
の
形
で
国
際
貢

献
が
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
か

ら
世
界
に
目
を
向
け
、
戦
争
や
平
和
、

教
育
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
七
夕
綱
」
町
内
４
地
区
で
伝
承

今
年
３
月
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択

　

今
年
３
月
に
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
七

夕
綱
。
今
年
も
町
内
の
４
地
区
で
８
月
６
日
ま
で
に
わ

ら
で
作
っ
た
綱
と
飾
り
物
が
集
落
を
流
れ
る
川
な
ど
に

張
ら
れ
ま
し
た
。

　

（
田
浦
中
３
年
）

川
元
由
比
さ
ん

平
和
な
世
界
へ

祝坂地区（市野瀬）の七夕綱と製作した地元住民の皆さん（８月６日）

芦
北
町
戦
没
者
追
悼
式

平
和
の
願
い
全
文
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夏
ま
つ
り
フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

夏
ま
つ
り
フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

今
年
の
夏
も
町
内
各
地
で

　

た
く
さ
ん
の
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2015．9 広報あしきた 82015．9 広報あしきた9

芦北夏まつりの花火と芦北大橋
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保健センターだより

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
12
月
か
ら
翌
年
３
月
に
か

け
て
流
行
し
ま
す
。
普
通
の
か
ぜ
と
比
べ
て
肺
炎
を
伴

う
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
小
さ
な

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
慢
性
の
病
気
が
あ
る
人
に
と
っ

て
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
次
の
と
お
り
予
防
接
種
の
助
成
を
し
て
い
ま

す
。（
60
歳
以
上
の
生
活
保
護
の
被
保
護
者
は
全
額
免

除
で
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
手
続
き
が
必

要
で
す
。）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

９
月
１
日
発
行
の
ま
ち
だ
よ
り
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《助成対象者》（町内に住所がある人）
① 平成27年度に65歳、70歳、75歳、80歳、
　85歳、90歳、95歳、100歳になる人
②接種日時点で 60 歳から 64 歳の人で、
　心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト
　免疫不全ウイルスによる免疫の機能に
　身体障害者１級相当の障害がある人　

《自己負担額》　2,600 円
※生活保護の被保護者は全額免除。事前
に保健センターで手続きが必要です。

《実施期間》平成 28 年３月 31 日まで
※すでに肺炎球菌ワクチンの接種を受け
たことがある人は接種対象外です。
※接種には、医療機関への予約が必要で
す。接種日には保険証をお持ちください。
※②の対象者は、事前に保健センターで
の手続きが必要です。その際、印鑑と身
体障害者手帳など障害の程度を確認でき
る書類をお持ちください。《対象者》　

①妊娠を希望する女性とその配偶者などの
　同居者
②風しん抗体価が低い妊婦の配偶者などの
　同居者
※過去に風しん抗体検査を受けたことがあ
る人、風しんの予防接種を受けたことがあ
る人、風しんにかかったことがある人は対
象外です。

《実施期間》　平成 28 年２月 29 日まで
※事前に保健センターで申請手続きが必要
です。

10
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

予防できる病気 接種の種類（ワクチン） 回数 対象者

ヒブ感染症 ヒブ
初回 ３回

生後２カ月〜４歳児
追加 １回

小児の肺炎球菌感染症 小児用肺炎球菌
初回 ３回

生後２カ月〜４歳児
追加 １回

ジフテリア、百日せき
破傷風、ポリオ ４種混合

１期初回 ３回
生後３カ月〜７歳５カ月

１期追加 １回

ジフテリア、百日せき
破傷風 ３種混合

１期初回 ３回
生後３カ月〜７歳５カ月

１期追加 １回

ポリオ 不活化ポリオ
１期初回 ３回

生後３カ月〜７歳５カ月
１期追加 １回

結核 BCG １回 ０歳児

麻しん、風しん 麻しん風しん混合（MR）
または麻しん、風しん

１期 １回 １歳児

２期 １回 ５歳〜６歳
（年長児、小学校就学前の１年間）

水痘（水ぼうそう） 水痘 ２回 １歳〜２歳児

日本脳炎 日本脳炎（＊）

１期初回 ２回
生後６カ月〜７歳５カ月

１期追加 １回

２期 １回 ９歳〜 12 歳

ジフテリア、破傷風 ２種混合 ２期 １回 11 歳〜 12 歳

子宮頸がん ヒトパピローマ
ウイルス ３回

小学６年生〜高校１年生相当の女子
（注）現在、積極的勧奨を差し控えて
　　　います。

　昨年 10 月に水痘（水ぼうそう）ワク
チンが定期接種に追加され、現在の定期
接種は下表のとおりです。
　予防接種は定期接種の対象者は無料で
すが、接種時期を過ぎると全額自己負担
になります。母子健康手帳の予防接種の
記録を確認して定期接種の機会を逃がさ
ないようにしましょう。
　転入者で手元に予診票がない人や紛失
した人は、予診票を発行しますので母子
健康手帳と印鑑をお持ちになり保健セン
ターにお越しください。

※接種回数は接種開始時期などにより異なります。

＊日本脳炎・・・平成７年４月２日〜平成 19 年４月１日までの間に生まれた人は 20 歳になるまでの間

　　　　　　　　に４回接種のうち不足回数分接種できます。

◎子どもの予防接種（定期接種）

対象年齢 生年月日

65 歳 昭和 25 年４月２日〜 昭和 26 年４月１日

70 歳 昭和 20 年４月２日〜 昭和 21 年４月１日

75 歳 昭和 15 年４月２日〜 昭和 16 年４月１日 

80 歳 昭和 10 年４月２日〜 昭和 11 年４月１日

85 歳 昭和５年４月２日 〜 昭和６年４月１日

90 歳 大正 14 年４月２日〜大正 15 年４月１日

95 歳 大正９年４月２日 〜大正 10 年４月１日

100 歳 大正４年４月２日〜大正５年４月１日

　

予
防
接
種
は
感
染
症
の
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
な
ど
を
弱
め
た
り
し
た
「
ワ
ク

チ
ン
」
を
接
種
し
て
、
そ
の
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
の
予
防
手
段
で
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
病
気
に
対
す

る
免
疫
を
作
り
病
気
に
か
か
る
こ
と
を
予
防

し
ま
す
。
ま
た
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
も
症

状
が
軽
く
す
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

予
防
接
種
で
病
気
を
防
ご
う

助成対象者（町内に住所がある人） 自己負担額

生後６カ月〜高校３年生 無料

60 歳以上 １回あたり 900 円

◆町内医療機関で接種する人への助成

◆町外医療機関で接種する人への助成

次の①、②の両方に該当する人
　① 65 歳以上または 60 歳〜 64 歳で一定の障害がある人
　②施設入所などで移動ができない人、または、かかりつ
　　け医が町外にある人

《助成対象者》（町内に住所がある人）

《自己負担額》　１回あたり 900 円

※町外で接種を希望する場合は接種する前に手続きが必
要ですので保健センターにお問い合わせください。

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
３
位
で
す
。
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
は
す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
重
症
化
予
防
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
（
任
意
接
種
）

　

町
で
は
風
し
ん
の
流
行
を
防
ぐ
た
め
に
、
無
料
で
風

し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
《対象者》　

芦北町に住所がある
　①妊娠を希望する女性、
　　また、その夫
　②妊婦の夫

《実施期間》　
　平成 28 年３月 31 日まで

※事前に保健センターで申請
手続きが必要です。その際印
鑑、母子健康手帳（妊婦の夫
の場合）をお持ちください。
　

熊本県が風しん抗体検査を無料で実施

子どもの予防接種
定期接種時期の確認を

◎平成 27 年度の対象者
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日 月 火 水 木 金 土

17  18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

田浦子育て支援センター  行事予定（10 月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

10月３日（土）　運動会に参加しよう
13日（火）電車に乗って公園に行こう
20日（火）クッキングをしよう
21日（水）〜30日（金）リサイクルバザーの準備をしよう
28日（水）身体測定・誕生会

9 月
芦北町イベントカレンダー

9月17日〜10月24日

図書館休館日
【社教センター】９月21日（月）、22日（火）、23日（水）10月４日（日）、10月12日（月）

10 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

１歳 6カ月健診

（保健センター）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

敬老の日

でこぽんキッズ

（保健センター）

町民体育祭　
陸上競技大会
（地域間交流
　スポーツグラウンド）

第２回
介護予防サポーター
養成講座※要予約
（きずなの里）

町民体育祭　
男女ゲートボール
（大野農村公園）

国民の休日 秋分の日

佐敷城跡観月会

（佐敷城跡）

うたせ船で水俣病

を学ぶ講座

（女島活力推進セ

ンター）

　　　児童館10月のイベント

《芦北児童館》　卓球大会
　とき　10月４日（日）午後２時〜
　対象　どなたでも　

《湯浦児童館》　新聞紙で作るハロウィン
　とき　10月17日（土）午後１時30分〜
　対象　小・中学生　　 　
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身と
もに豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶︎利用時間　午前10時〜午後６時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎︎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎︎（８６）００７４　

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

交通安全週間 21 日〜 30 日

田浦小・佐敷小・

内野小運動会

大野小運動会

湯浦小運動会

町民体育祭　予備日

体育の日

吉尾小運動会

芦北幼稚園運動会

【田浦図書室】９月28日（月）、10月13日（火）

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番☎（

８
２
）３
１
１
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
犯
罪
被
害
防
止
！

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
被
害
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
少
年
を
守
ろ
う
！

　

子
ど
も
が
興
味
本
位
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
な
ど
に
ア
ク
セ
ス

し
、
性
犯
罪
な
ど
の
被
害
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
熊
本

県
少
年
保
護
育
成
条
例
で
は
、フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
利
用
に
よ
り
、

保
護
者
が
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
の
適
切
な
管
理
に
努
め
る
よ

う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
家

族
で
十
分
話
し
合
っ
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
出
会
い
系
サ
イ
ト

な
ど
有
害
情
報
の
閲
覧
を
制
限
す
る

機
能
で
す
。　

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
３
つ
の

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
必
要
で
す
。

　

①
携
帯
電
話
回
線
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　

②
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
へ
の
フ
ィ
ル

　
　

タ
リ
ン
グ

　

③
ア
プ
リ
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　

子
ど
も
に
自
由
に
使
わ
せ
る
こ
と
が

好
ま
し
く
な
い
ア
プ
リ
も
流
通
し
て
い

ま
す
の
で
、子
ど
も
に
有
害
な
ア
プ
リ

を
自
動
的
に
選
別
し
て
使
用
で
き
な
い

よ
う
に
す
る「
ア
プ
リ
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
な
ゲ
ー
ム

機
、音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
に
つ
い
て

は
、各
事
業
者
が
提
供
す
る
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
設
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ル
ー
ル

　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
・

　
　

場
所
を
決
め
る
。

　

◯
名
前
や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報
や

　
　

他
人
の
悪
口
を
書
き
込
ま
な
い
。

　

◯
裸
や
下
着
の
写
真
を
送
っ
て
ほ
し
い

　
　

と
頼
ま
れ
て
も
絶
対
に
送
ら
な
い
。

　

◯
出
会
い
を
求
め
る
書
き
込
み
を
し

　
　

な
い
、サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人

　
　

と
は
会
わ
な
い
。

　

◯
少
し
で
も
困
っ
た
時
は
、す
ぐ
に

　
　

相
談
す
る
。

芦
北
消
防
署
☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　

患
者
本
人
や
、ご
家
族
が
緊
急
と

思
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
す
ぐ
１
１
９

番
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。
現
在
芦
北
消

防
署
に
救
急
車
は
１
台
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
１
台
が
出
動
し
て
い
る

時
に
救
急
事
案
が
重
な
れ
ば
、水
俣

消
防
署
か
ら
出
動
す
る
こ
と
に
な

り
、到
着
す
る
ま
で
に
相
当
な
時
間

を
要
し
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、全
国
的
に
も
救
急
車
の
出

動
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

芦
北
町
で
も
年
間
７
０
０
件
を
超
え

る
救
急
事
案
が
発
生
し
て
お
り
、そ

の
内
容
は
病
気
や
ケ
ガ
、
交
通
事
故

で
の
負
傷
な
ど
様
々
で
す
。

　

し
か
し
、軽
い
ケ
ガ
や
、交
通
手
段

が
な
い
か
ら
な
ど
の
、緊
急
性
が
低

い
こ
と
で
救
急
車
を
利
用
し
て
し
ま

う
と
、本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し

て
い
る
生
死
の
境
に
あ
る
重
篤
な
患

者
の
搬
送
が
遅
れ
て
し
ま
い
、救
え

る
命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　　
「
指
先
を
切
っ
た
り
、転
ん
だ
り
し
た
」

　
「
足
が
つ
っ
て
動
け
な
い
」

　
「
微
熱
が
あ
る
」

　

病
院
で
手
当
を
す
る
ほ
ど
の
ケ
ガ

で
す
か
？
家
族
や
近
く
の
人
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、タ
ク
シ
ー

や
公
共
の
交
通
手
段
を
利
用
し
て
病

院
へ
行
け
ま
せ
ん
か
？

■
救
急
車
の
適
正
利
用
を

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
　

８
月
７
日
、
熊
本
県
沿
岸
警
備

協
力
会
会
長
か
ら
芦
北
警
察
署
沿

岸
警
備
協
力
会（
会
長
：
八
里
政
夫

氏
）に
対
し
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

芦
北
警
察
署
沿
岸
警
備
協
力
会

は
平
成
26
年
度
の
活
動
重
点
を

「
沿
岸
犯
罪
防
止
の
広
報
啓
発
」

と
「
沿
岸
部
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
し

て
積
極
的
に
活
動
を
行
い
、
そ
の

功
績
を
讃
え
ら
れ
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

芦
北
警
察
署
沿
岸
警
備
協
力
会
が

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
状
を
受
賞

■
例
え
ば
こ
ん
な
時
、

　
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

あしきた障がい福祉

フォーラム

（しろやまスカイドーム）

　
　

芦
北
警
察
署
沿
岸
警
備
協
力
会

は
、
今
後
も
沿
岸
犯
罪
防
止
の
た

め
に
、
地
域
住
民
と
連
携
し
な
が

ら
沿
岸
防
犯
思
想
の
普
及
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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子育て世帯臨時特例給付金の申請を忘れずに

■支給対象者　平成 27 年６月分の児童手当を芦北町から受給した人（特例給付を除く）
　　　　　　　※公務員は基準日時点（５月 31 日）で住民票が芦北町にある人
■支給額　対象児童※１人につき 3,000 円（※平成 27 年６月分の児童手当の対象となる児童）
■申請期限　12 月 15 日（火）　　 ■申請書提出先　　福祉課　児童家庭福祉係
■提出書類　子育て世帯臨時特例給付金申請書（請求書）
　　※申請書は６月に児童手当現況届と一緒に送付してあります。
　　※対象者が公務員の場合は職場から申請書が配布されます。
■支給予定日　申請書が提出された日の翌月末　　　　　　

子育て世帯臨時特例給付金は、消費税率引上げの影響などを踏まえ、

子育て世帯に対して、臨時特例的な給付措置として実施されるものです。

＊問い合わせ先
　福祉課　児童家庭福祉係
　☎︎（８２）２５１１（内線１５４）

参加者募集
「うたせ船」と「椿油づくり」体験

　芦北地域の自然環境や伝統漁法を楽しく体験し
ながら学びませんか。
■期日　10月17日（土）・18（日）
■募集　36人（先着）※どなたでも参加できます
■参加費　4,000 円（宿泊、食費含む）
■内容　（１日目）うたせ船体験
　　　　（２日目）椿油づくり、塩づくり体験
　　※うたせ船体験教室のみの参加は不可
　　※２日目の体験のみ参加の場合は無料
■申込期間　９月 24 日（木）〜 10 月９日（金）
＊申込・問い合わせ先
　御立岬公園管理棟　☎︎（８７）０７３７
※この事業は水俣・芦北地域環境フィールドミュ
ージアム事業により実施しています。

《パソコン・簿記技能習得科》
■対象障害　上肢、内部、精神、発達、難病
■定員　７人　■受講料　無料
■内容　簿記、ワード・エクセルの基礎知識や技
　能の習得と資格取得
■募集期間　10 月 30 日（金）まで
■訓練期間　12 月１日（火）〜２月 29 日（月）
■経費　テキスト代　9,750 円（税抜き）程度
■訓練場所　株式会社　永正（八代市通町）

障害のある人を対象とした
職業訓練生を募集

異文化体験を通してわが町、わが国を学ぶ

英国派遣事業

　

全
て
が
新
し
い
発
見
で
日
本
・
芦

北
町
・
家
庭
や
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
英

国
は
程
よ
い
具
合
に
秩
序
が
保
た
れ

て
お
り
、
自
然
の
美
し
さ
、
伝
統
を

重
ん
じ
る
国
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
派
遣
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
異
文
化
体
験
を
通
し
て
わ
が
町
、

わ
が
国
を
学
ぶ
」
こ
と
が
で
き
た
８

日
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
８
人

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
の
貴
重
な

経
験
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
大
い
に

生
か
し
、
立
派
な
国
際
感
覚
を
持
っ

た
人
間
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

派遣団副団長
田浦中学校

松本弘二 校長

　

英
国
派
遣
事
業
が
７
月
20
日
か

ら
27
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で

行
わ
れ
、
中
・
高
生
の
参
加
者
８

人
と
引
率
者
３
人
の
計
11
人
が
現

地
で
の
研
修
日
程
を
終
え
無
事
帰

国
し
ま
し
た
。
派
遣
団
は
現
地
の

学
校
で
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
の
経
験
を
通
し
て
「
国
際

人
」
と
し
て
の
第
１
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

平成 27 年度

《ビジネススキルアップ科》※在職者訓練
■対象障害　上下肢、内部、精神
■定員　５人　■受講料　無料
■内容　ｅーラーニング（インターネットを利用
　した自宅での訓練）によりパソコンの基礎から
　応用、実践（ワード、エクセル）を学びます。
■募集期間　10 月 30 日（金）まで（先着）
■経費　テキスト代 2,000 円（税抜き）程度
＊問い合わせ先
　《求職者》　ハローワーク水俣
　　　　　　☎︎（６２）８６０９
　《在職者》　県立高等技術専門校
　　　　　　☎０９６（３７８）０１２１

【エコライフ体験教室】　
　午前中はエコクッキング、午後からは廃油
キャンドルを作ります。
▶日時　10 月 25 日（日）午前10時〜午後３時
▶場所　熊本県環境センター　▶定員　30 人
▶費用　無料　▶申込期限　10月11日（日）まで
▶申し込み方法　
　住所、氏名、年齢、電話番号を明記してハガキ、
　ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んでください。

熊本県環境センター　10 月のイベント

【環境絵画コンクール展】　
　県内の小学生が日頃から環境について考えた
り、感じたりしていることを表現した環境絵画
の入賞作品を展示します。
▶期間　10 月 20 日（火）〜11月29日（日）
▶場所　熊本県環境センター　１階ロビー
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター　
　☎（６２）２０００　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp

■英国派遣事業　派遣団
団長　　山元信作　総務課長
副団長　松本弘二　田浦中学校長
引率　　白坂達也　教育課長補佐
《参加者》
宮島稔大（湯浦中２年）
國武快晴（湯浦中３年）
石矢涼花（佐敷中３年）
川口紗季（大口明光学園高１年）
山本いりあ（九州学院高３年）

元村巴南（佐敷中３年）
田中悠貴（佐敷中３年）
矢野好美（佐敷中３年）

現地の生徒と折り紙などで交流

熊本県人会や元 ALT の皆さんとの交流

ヘイスティング古戦場跡を見学

ミレースクール（公立女子校）で日本語を勉強している生徒の皆さんと

ホームステイ先で他国からのルームメイトたちに芦北町を紹介

大英博物館にて
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宮
島
稔
大
（
湯
浦
中
２
年
）

　

僕
が
、
事
業
に
参
加
し
て
気
づ
い
た
事
は
、

日
本
の
長
所
、
短
所
で
す
。

　

今
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
事
が
当
た
り
前
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

度
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
考
え

方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

英
国
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
食
事
を
し
、

一
番
に
思
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
比
べ
て
味
が

薄
か
っ
た
り
、
旨
味
が
な
く
、
あ
ま
り
お
い
し

く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
前

日
に
食
べ
た
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ
ス
で

は
、
魚
が
少
し
臭
く
、
味
も
調
味
料
な
ど
を
つ

け
な
い
と
ほ
と
ん
ど
味
が
無
く
、
日
本
は
食
に

恵
ま
れ
て
い
る
国
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
に
行
き
、
街
中
を
見
て
み
る
と
、

自
分
の
想
像
し
て
い
た
よ
う
な
街
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ど
こ
を
見

て
も
ゴ
ミ
が
散
ら
か
り
、
新
聞
等
が
雨
に
ぬ
れ
、

グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
一

方
、
日
本
は
誰
も
が
、
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る
と
い

う
習
慣
が
あ
る
お
か
げ
で
、
た
い
て
い
の
場
所

は
き
れ
い
で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
日
本

人
の
几
帳
面
さ
が
写
し
だ
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

國
武
快
晴
（
湯
浦
中
３
年
）

　

私
は
、
今
回
「
二
つ
の
国
の
良
い
所
と
悪
い

所
」
と
「
現
地
に
行
き
経
験
す
る
こ
と
は
、
大

切
」
と
い
う
こ
と
の
二
つ
を
学
び
ま
し
た
。

　

英
国
に
行
く
前
ま
で
私
は
、
英
国
は
オ
シ
ャ

レ
で
か
っ
こ
い
い
と
い
う
よ
う
な
、
良
い
イ
メ

ー
ジ
し
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

実
際
に
現
地
に
行
く
と
、
道
路
は
、
ち
ゃ
ん
と

整
備
さ
れ
て
い
な
い
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
ゴ
ミ
も
沢
山
落
ち
て
い
て
す
ご
く
汚
か
っ

た
で
す
。
だ
か
ら
「
日
本
は
と
て
も
き
れ
い
だ

な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
英
国
の
人
々
は
日
本
人
と
比
べ
て
も
紳
士

で
陽
気
な
人
が
多
く
、
町
中
で
も
気
軽
に
話
し

か
け
て
こ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
、
日
本
人
は
謙
虚
す

ぎ
て
し
ま
う
部
分
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
自
身
今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
実

際
に
現
地
に
行
き
、
本
当
の
事
を
自
分
の
目
で

見
て
知
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
今
回
行
っ
た
こ
と
で
、
町
が
汚
い
こ
と

や
と
て
も
良
い
人
が
多
い
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
体
験
し
て
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

か
ら
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

石
矢
涼
花
（
佐
敷
中
３
年
）

　

私
は
、こ
の
派
遣
事
業
で
、イ
ギ
リ
ス
と
日
本

の
良
い
所
を
学
び
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
良
い

所
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、
古
い
建
物
や

町
並
み
を
大
切
に
し
て
い
る
所
で
す
。
京
都
な

ど
の
よ
う
に
景
観
を
守
る
た
め
の
決
ま
り
が
あ

る
そ
う
で
す
。ま
た
、都
市
に
も
古
い
建
物
が
あ

っ
て
驚
き
ま
し
た
。二
つ
目
は
、
肩
が
ぶ
つ
か
っ

た
時
な
ど
、
声
を
か
け
て
い
る
所
で
す
。
日
本
で

は
そ
ん
な
と
き
無
言
だ
け
ど
、
ぶ
つ
か
り
そ
う
に

な
っ
た
ら
、
”Sorry

”
、
道
を
あ
け
て
も
ら
っ
た

ら
”Thank you

”
と
、
知
ら
な
い
人
に
も
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
良
い
所
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

に
、
安
全
な
所
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
持
ち
物

を
ぬ
す
ま
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
け
ど
、
日
本
で

は
そ
の
よ
う
な
危
険
が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
、

安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
。
二
つ
目
は
町
が
き

れ
い
と
い
う
所
で
す
。
町
並
み
は
き
れ
い
だ
と

思
っ
た
け
ど
、
道
や
バ
ス
の
中
も
視
線
を
落
と

す
と
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、８
日
間
で
イ
ギ
リ
ス
の
良
い
所
、日
本
に

い
た
ら
あ
た
り
前
す
ぎ
て
気
づ
か
な
か
っ
た
日
本

の
良
い
所
を
知
り
ま
し
た
。こ
の
貴
重
な
体
験
を

こ
の
先
の
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

矢
野
好
美
（
佐
敷
中
３
年
）

　

私
が
イ
ギ
リ
ス
に
着
い
て
、
最
初
に
思
っ
た

こ
と
は
古
い
綺
麗
な
町
並
み
が
並
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
み
ん
な
で
、
伝
統
的
な
景
観

を
大
事
に
す
る
ん
だ
と
思
い
、
と
て
も
感
心
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
は
今
回
が
始
め
て
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
し
た
。
だ
か
ら
、
と
て
も
不
安
で
し
た

が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
達
が
、
親
切
に
し

て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
充
実
し
た
時
を
過
ご

す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
日
目
か
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
方
に
行
き
、

都
会
な
の
に
、
伝
統
的
な
建
物
が
多
く
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
道
を
見
る
と
た

く
さ
ん
の
ご
み
が
落
ち
て
お
り
、
驚
い
た
し
、

残
念
で
し
た
。

　

私
は
こ
の
英
国
派
遣
で
日
本
と
、
イ
ギ
リ
ス

の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
所
と
悪
い
所
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
色
々
な
事
を

学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
生
活
や
将
来
に
生
か
す
と
と
も
に
、
も

っ
と
、
英
語
な
ど
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　
　
　
　
　

田
中
悠
貴
（
佐
敷
中
３
年
）

　

私
は
英
国
に
行
っ
て
英
国
に
対
す
る
印
象
が

変
わ
り
、
ま
た
客
観
的
に
見
た
日
本
の
良
さ
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

英
国
は
全
体
的
に
古
い
建
物
が
多
く
、
古
い

建
物
ほ
ど
価
値
が
あ
り
文
化
や
伝
統
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。そ
れ
に

対
し
て
日
本
は
近
代
的
な
建
物
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
英
国
の
伝
統
的
な
建
物
は
趣
が

あ
り
街
並
み
は
と
て
も
素
敵
で
、
目
を
ひ
く
も

の
ば
か
り
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、道
路
は
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
が
あ
る

と
い
う
面
で
は
、
少
し
残
念
で
日
本
人
の
マ
ナ

ー
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
は
、
会
話
や
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
英
国
の
食
文
化

や
生
活
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

大
英
博
物
館
で
は
映
画
や
本
に
で
て
き
た
展

示
物
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
英
国
で
活
躍
し
て

い
る
日
本
人
の
方
々
に
も
会
い
、
話
し
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
年
英
国
で
暮
ら
し
て

き
た
か
ら
こ
そ
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
も
話
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　

山
本
い
り
あ
（
九
州
学
院
高
校
３
年
）

　

英
国
は
古
い
建
物
を
と
て
も
大
事
に
し
て
あ

り
伝
統
を
感
じ
る
街
並
み
は
ど
こ
を
見
て
も
綺

麗
で
人
柄
は
優
し
く
親
切
な
人
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
回
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
フ
ラ
ン
ス
の
女
の
子
と
も
交
流
し
、
一
緒
に

ゲ
ー
ム
や
折
り
紙
を
し
ま
し
た
。
私
の
英
語
力

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で

き
、
お
互
い
に
理
解
し
あ
え
た
こ
と
は
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
英
語
が
世
界
の
共
通
言
語

だ
と
改
め
て
感
じ
、
少
し
だ
け
世
界
を
近
く
に

感
じ
た
日
々
で
し
た
。

　

一
方
、
私
は
自
分
の
国
で
あ
る
日
本
を
知
ら

な
さ
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
が
い
か
に
清

潔
で
安
全
で
便
利
な
国
で
あ
る
か
と
い
う
事
で

す
。
英
国
で
は
地
面
に
荷
物
を
置
け
ば
ス
リ
に

あ
う
危
険
が
あ
っ
た
り
、
ト
イ
レ
に
は
日
本
で

は
当
た
り
前
の
い
ろ
い
ろ
な
機
能
は
何
も
な
く

驚
き
ま
し
た
。

　

英
国
に
行
き
、
日
本
の
安
全
性
や
技
術
力
の

高
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
国
を

客
観
的
に
見
る
こ
と
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
旅
で
あ
り
ま
し
た
。
立
派
な
国
際

人
に
な
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

川
口
紗
季
（
大
口
明
光
学
園
高
校
１
年
）

　

私
は
「
英
国
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
視
野
を

広
げ
る
」、「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
積
極
的
に
相

手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
」
と
い
う

二
つ
の
目
標
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

英
国
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
と
い
う
点
で
は
、

大
英
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
古
代
ロ
ー
マ
と

エ
ジ
プ
ト
の
美
術
品
に
一
番
感
動
し
ま
し
た
。
教

科
書
で
し
か
見
た
事
の
な
い
も
の
を
生
で
見
た
時

の
迫
力
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
有
名
な
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
宮
殿
の
衛
兵
交
替
式
も
魅
力
的
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
話
し
か
け
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
ど
う
表
現
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
ま
た
発
音
に
も
自
信

が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
英
語
の

先
生
か
ら
「
全
部
理
解
し
よ
う
と
し
な
く
て
も

よ
い
。
一
つ
で
も
わ
か
る
単
語
が
あ
れ
ば
な
ん

と
な
く
理
解
で
き
る
」。
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
日
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
空
港
で
買

い
物
を
し
た
と
き
、
店
員
の
方
に
ポ
ン
ド
が
使

え
る
か
を
英
語
で
戸
惑
う
こ
と
な
く
尋
ね
る
こ

と
が
で
き
成
長
で
き
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

元
村
巴
南
（
佐
敷
中
３
年
）

　

や
っ
た
ー
、
あ
き
ら
め
ず
に
応
募
し
続
け
た
甲

斐
が
あ
っ
て
や
っ
と
参
加
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

初
め
て
の
イ
ギ
リ
ス
は
、レ
ン
ガ
造
り
の
き
れ
い
な

家
並
み
と
何
と
な
く
落
ち
着
く
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

４
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
と
て
も
刺
激
的
で
、

日
本
と
の
違
い
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。食
事
に

は
必
ず
パ
ン
が
添
え
て
あ
り
、出
さ
れ
る
料
理
は

全
体
的
に
味
が
薄
か
っ
た
で
す
。イ
ギ
リ
ス
の
人

は
食
事
は
質
素
で
、家
に
お
金
を
か
け
る
と
い
う

話
を
思
い
出
し
納
得
し
ま
し
た
。し
か
し
、お
米

が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
辛
か
っ
た
で
す
。

　

両
国
の
違
い
で
日
本
で
の
お
も
て
な
し
は
食

事
を
振
る
舞
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、イ
ギ

リ
ス
は
会
話
を
大
切
に
し
ま
す
。
考
え
方
も

「
和
」を
大
切
に
す
る
日
本
に
比
べ
、イ
ギ
リ
ス
は

「
個
」の
主
張
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。他
に
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、日
本
の
事
さ
え
充
分
に
知

ら
な
い
事
に
気
づ
き
恥
ず
か
し
く
思
え
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
が
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
ど
う
影
響

す
る
の
か
楽
し
み
で
も
あ
り
、
更
に
、
英
語
の

勉
強
に
励
む
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

課
題
の
一
つ
に
し
て
い
た
現
地
で
友
達
を
作

る
事
も
達
成
で
き
、
今
後
交
流
を
続
け
ま
た
会

い
に
行
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
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T
タンヤ

anya L
レオナルド

eonard

芦
北
町
指
定
無
形
文
化
財　

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定

52 

計
石
唐
人
踊
り

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

な
っ
て
踊
り
ま
す
。
踊
り
の
動
き
は
単

調
で
、
そ
の
風
貌
か
ら
中
国
や
朝
鮮
の

影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

歌
詞
も
外
来
語
が
な
ま
っ
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
。

　

平
成
14
年
に
は
韓
国
の
民
族
学
会
が

訪
れ
て
、
踊
り
を
見
学
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
最
近
で
は
平
成
24
年
10
月

に
、
計
石
神
社
（
通
称
：
龍
宮
さ
ん
）

遷
宮
４
０
０
年
祭
の
記
念
式
典
で
披
露

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
踊
り
手
の
主

力
と
な
る
子
ど
も
の
数
が
不
足
し
て
、

な
か
な
か
踊
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
計
石
の
特
色
あ
る
郷
土
芸
能

を
、
地
区
を
挙
げ
て
い
か
に
継
承
し
て

い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
石
地
区
は
、
う
た
せ
船
が
碇
泊
し

て
い
る
漁
港
の
風
景
が
印
象
的
で
す

が
、
今
か
ら
４
０
０
年
ほ
ど
前
の
慶
長

年
間
に
は
、
南
蛮
船
が
入
港
し
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
細
川
藩
時

代
に
な
っ
て
か
ら
も
番
所
が
お
か
れ
、

人
の
乗
降
や
船
の
荷
揚
が
行
わ
れ
る
所

と
し
て
交
易
上
の
要
地
で
し
た
。
今
回

紹
介
す
る
の
は
、
港
町
で
あ
る
計
石
の

地
域
性
を
よ
く
表
し
て
い
る
計
石
唐と
う
じ
ん人

踊
り
で
す
。

　

こ
の
踊
り
は
、
今
か
ら
約
２
９
０
年

前
に
長
崎
県
の
壱
岐
・
対
馬
地
方
に
漁

に
出
た
漁
師
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。『
芦
北
町
誌
』
に
よ

れ
ば
、
享
保
９
年
（
１
７
２
４
）
の
大

干
ば
つ
の
際
に
、
雨
乞
い
踊
り
と
し
て

奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
古
文
書
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

戦
時
中
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
昭

和
28
年
（
１
９
５
３
）
に
地
区
有
志
の

手
に
よ
り
復
活
し
て
以
来
、
保
存
会
に

よ
り
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

唐
人
踊
り
の
名
の
と
お
り
、
出
演
者

全
員
が
チ
ャ
イ
ナ
服
を
着
用
し
、
鉦か
ね

や

ド
ラ
を
叩
き
な
が
ら
唄
う
囃は
や
し子
方
が
約

10
人
、
ほ
か
に
踊
り
手
の
唐
人
２
人
と

唐
子
約
20
人
が
音
に
あ
わ
せ
て
輪
に

芦北に残る文化遺産

　はじめまして、皆さん。 
　私はタンヤ・レオナルドと申
します。現在 24 歳です。イギ
リスからこちらに参りましたが、
オーストラリア生まれです。わ
たしの両親はスリランカ人で
す。 
　大学では、哲学、宗教、倫理
を学びましたが、とても興味を
そそられるものでした。 

ALT の先生を紹介します

（イギリス）

【
軟
式
野
球
大
会
】

【
水
泳
大
会
】

【
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
】

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

順位 地域体協 総合得点

１位 佐敷西 59

２位 湯島 57

３位 佐敷東 56

４位 泉南 46

５位 大東 43

６位 田浦南部 38

７位 田浦北部 36

　総合順位（９月１日現在） 町
民
体
育
祭
結
果

新しい外国語指導助手（ＡＬ T）
のタンヤ・レオナルド先生が８月
に来町しました。２学期から主に
田浦小、内野小、田浦中で英語の
指導を行っています。

※○内の数字は獲得総合得点

日付
収集 持込受付

芦北地区 田浦地区 清掃センター 田浦事業所

９月 19 日（土） 休み 休み 休み 休み

20 日（日） 休み 休み 休み 休み

21 日（月） 休み 通常収集 休み 休み

22 日（火） 休み 通常収集 休み 休み

23 日（水） 通常収集 通常収集 休み 休み

24 日（木）〜 通常収集 通常収集 通常どおり 通常どおり

※通常収集とは「ごみ収集日程
　表」どおりの収集です。
※左記期日以外のごみの持込は
　通常どおりです。
　◎清掃センター
　平日　午後１時〜４時
　◎清掃センター田浦事業所
　火・木曜日　午前９時〜正午
　※祝祭日を除く
＊問い合わせ先
　清掃センター
　☎（８６）０２７７

シルバーウィーク期間中の

ごみ収集・持込日程
９月 19 日（土）
    〜 23 日（水）

　寿司やうどんが大好きです。
好きなアニメは " カードキャプ
ターさくら " です。 
　私は、芦北に来られてとても
感激しています。一生懸命頑張
るつもりです。 
　芦北町はとても美しい町で、
眺めも素敵で、浜辺も楽しそう
です。 
　皆さん方にお会いできる日を
楽しみにしています。 

第 14 回

芦北町国際交流まつり

10 月 25 日（日）開催

③展示ブース
　・世界の衣装試着ブース　・英国派遣写真展
　・カンボジア写真展　・国際交流協会の取り組み
　・ＪＩＣＡ青年海外協力隊写真展
④その他
　・大野小児童による「カンボジア募金米」販売

＊問い合わせ先
芦北町国際交流協会事務局（企画財政課内）
　☎（８２）２５１１（内線２５２）

◆時間　　午前 10 時 30 分～午後３時
◆会場　　ＪＡあしきたファーマーズマーケット「でこぽん」
　　　　　※小雨決行

◆内容　①ステージ
　　　　　・芦北保育園「将友太鼓」
　　　　　・八代白百合高校吹奏楽部　
　　　　　・ダンスクラブ JELLY
　　　　　・キャッシュバンド
　　　　　・雅龍（太鼓演奏）
　　　　②バザーコーナー
　　　　　・世界のグルメバザー　
　　　　　・迷品バザー　※再利用品などを販売

● 

開
催
日　

８
月
２
日
㈰

● 

場
所　

地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

湯
浦
運
動
公
園

◆
優
勝　

田
浦
南
部　

⑦

　

２
位　

湯
島　
　
　

⑥　

 

　

３
位　

佐
敷
東　
　

⑤　

　

４
位　

大
東　
　
　

④　

　

５
位　

泉
南　
　
　

③

　

６
位　

佐
敷
西　
　

②

　

７
位　

田
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お 知 ら せ

　県立芦北支援学校では地域の方々に授業を公開
し、支援学校の教育の取り組みを知ってもらうこ
とを目的にオープンスクールを実施します。
▶︎期間　10 月 13 日（火）〜 16 日（金）
▶︎時間　午前 10 時〜 11 時 40 分
　　　　（受付：午前９時 25 分〜 10 時）
▶︎場所　芦北支援学校本校および佐敷分教室
▶︎申込方法　電話または FAX で申し込み

（必要事項）名前、所属、連絡先、希望日、自家
　　　　　   用車の利用の有無
▶︎申込期限　10 月２日（金）　
＊申込・問い合わせ先
　　芦北支援学校　
　　☎（８２）４６２７、FAX（８２）４６０６

芦北支援学校
オープンスクール（公開授業）

公
開

▶︎場所　水俣高校各教室、体育館ほか
《全日制》
▶︎日時　10 月 24 日（土）午前９時〜午後３時
▶︎内容　文化系部活動ステージ発表、展示、
　　　　販売実習、食バザーなど
《定時制》
▶︎日時　11 月６日（金）午後６時〜７時 30 分
▶︎内容　定時制の活動紹介、展示、
　　　　販売実習、食バザーなど
＊問い合わせ先
　水俣高校　☎︎（６３）１２８５

水俣高校文化祭が開催されます

お 知 ら せ
行政書士による
無料相談および市民公開講座

《電話無料相談》※電話で相談に応じます
▶︎日時　10 月１日（木）　午前 10 時〜午後４時
▶︎相談電話番号　☎︎０９６（３８５）７３０１
《街頭無料相談会》※直接面談し相談に応じます
▶︎日時　10 月 21 日（水）・22 日（木）
　　　　午前 10 時 30 分〜午後４時 30 分
▶︎場所　鶴屋百貨店　本館８階
《市民公開講座》
▶︎日時　10月12日（月）午後１時30分〜午後４時
▶︎場所　火の君文化ホール（熊本市南区城南町）
▶︎内容　公証人と大田黒浩一さんによる相続遺言
　　　　講座
＊問い合わせ先
　熊本県行政書士会　０９６（３８５）７３００
　

▶︎期日　10月 2日（金）〜４日（日）
▶︎会場　やつしろハーモニーホール
▶︎内容　
　《２日（金）》正午〜
　　◎野外体験「八代海を体感しよう」
　　　※事前に予約が必要です
　　◎パネルなどの展示（〜４日午後１時まで）
　《３日（土）》　午前 10時〜（午前９時 30分開場）
　　◎シンポジウム
　　　「八代海、有明海の再生をめざして」
　　　・基調講演、事例発表、パネルディスカッ
　　　　ション　
　　◎八代海沿岸の食と物産展
　《４日（日）》午前９時 30分〜
　　◎海辺の自然再生高校生サミット
※詳しくは大会ホームページをご覧ください。　
　「アマモサミット２０１５」で「検索」
＊問い合わせ先
　全国アマモサミット実行委員会事務局
　熊本大学沿岸域環境科学教育研究センター
　☎０９６（３４２）３９３２

全国アマモサミット2015
　　inくまもと・やつしろ

　在宅医療に関する基調講演や討論会をとおして
自宅での看取り、医療関係者の連携など在宅医療
に取り組むためのアドバイスなどを紹介します。
▶︎日時　10月４日（日）午後１時30分〜３時30分
▶︎場所　きずなの里
▶︎内容　・基調講演「在宅医療の話（仮称）」
　　　　　演者　森健一郎先生（竹本医院院長）
　　　　・討論会「在宅医療に取り組んで」
▶︎対象　芦北町民および医療・介護関係者
＊問い合わせ先
　水俣芦北地域在宅医療連携拠点事業所
　やすらぎ苑内（水俣市浜）
　☎︎（８４）９９９６

家で最期まで療養したい人に
「在宅医療地域住民のつどい」

講
演

相
談

　「青年海外協力隊」「シニア海外ボランティア」
など JICA ボランティアの秋募集が行われます。
▶募集期間　10 月１日（木）〜 11 月２日（月）
▶応募資格　日本国籍を持つ人
　・青年海外協力隊／日系社会青年ボランティア
　　…満 20 歳〜 39 歳まで
　・シニアボランティア／日系社会シニアボランティア　
　…満 40 歳〜 69 歳まで
▶募集分野　農林水産、保健衛生、土木建築、　
スポーツなど　
▶派遣国　アジア・アフリカ・中南米など
　　　　　約 70 か国
▶派遣期間　原則２年間（シニアは１〜２年）
　【体験談＆説明会】　　
▶日時　10 月４日（日）　午後２時〜
　　　　　10 月 14 日（水）　午後７時〜
▶場所　熊本市国際交流会館４階
＊問い合わせ先
　ＪＩＣＡ九州　☎０９３（６７１）８２０５
　ＪＩＣＡデスク熊本　☎０９６（３５９）２１３０

ＪＩＣＡ海外ボランティア募集

スーパープレゼンテーションを学ぼう
AUTUMN CAMP２０１５公開講座

　会議や事業所での発表など、さまざまな場面で
プレゼンテーションを行う場面があります。公開
講座で伝える技術のノウハウを共に学びます。
▶︎日時　10月17日（土）午前９時30分〜11時30分
▶︎場所　古石みどりの里　体育館
▶︎内容　スピーチとスライドのテクニック
▶︎講師　長濱舟作氏、一川大輔氏
▶︎対象　どなたでも参加できます
▶︎参加費　500 円（資料代）
▶︎申込期限　９月 25 日（金）
▶︎定員　80 人（定員になり次第締め切り）
▶︎申込方法　①氏名②所属③職種④連絡先
　　　　　　を記載しメールで申し込み
＊申込・問い合わせ先
　PLUSONE（プラスワン）
　メール：simokawa_k_mori@yahoo.co.jp
※ PLUSONE は水俣芦北地域の医療福祉専門職を
メンバーとする団体です。　

講
座

　（公財）水俣・芦北地域振興財団では、地域の
産業の振興に関する事業や地域住民等の自主的な
地域づくり活動に対して、水俣・芦北地域振興計
画に基づく地域振興事業として助成を行います。
《地域振興事業》
▶︎対象　町内で活動し、本町の地域産業の振興や
　地域住民等の自主的な地域づくり活動を支援す
　る事業等に関する取組みなどを考えている団体
▶︎対象事業　地場特産品等を活用した新製品の開
　発、物産・観光フェア、人材育成、地域間交流など
▶︎申込締切　12 月 10 日（木）
《環境技術研究開発事業》
▶︎対象　水俣市・葦北郡において環境配慮型の先
　端技術を研究開発する株式会社や当該地域に所
　在する法人、当該地域との連携が可能な大学、
　短期大学、高等専門学校
▶︎対象事業　　省エネ、公害性、廃棄物のリサイ
　クル等に関する研究および開発、エコフェア、
　環境シンポジウムの開催など
▶︎申込締切　12 月 18 日（金）

＊申込・問い合わせ先
　企画財政課　まちづくり推進係
　☎︎（８２）２５１１（内線２５２）

（環境技術研究開発事業の説明会を開催）
　▶︎日時　10 月 28 日（水）午後２時〜
　▶︎場所　芦北地域振興局
　▶︎参加申込期限　10 月 19 日（月）
　＊説明会の申込・問い合わせ先
　　水俣・芦北地域振興財団事務局
　　☎︎０９６（２８３）８８８１

平成28年度 水俣・芦北地域振興財団
助成事業を募集します

助
成

　相続・遺言、不動産登記、戸籍、人権に関する
ことなど、さまざまな相談に応じます。秘密は硬
く守られます。事前に予約が必要です。
▶︎日時　10月４日（日）午前10時〜午後３時
▶︎場所　熊本地方法務局　４階会議室
　　　　（熊本市中央区大江３丁目）
＊予約申込・問い合わせ先
　熊本地方法務局　総務課
　☎︎０９６（３６４）２１４６

全国一斉！
法務局休日相談所（無料・要予約）

相
談

文
化
祭

大
会

募
集

　古石地区で手積み手織りした「七夕文様帷子」
再現作品をはじめ、上布作品などを展示します。
▶︎期間　10 月 16 日（金）〜 19 日（月）
　　　　午前 10 時〜午後４時（入場無料）
▶︎場所　農家民宿「縁（えにし）」
＊問い合わせ先
　棚の機屋展　主宰　後藤順子
　メール :  chomatarou@gmail.com

棚の機屋展２０１５in古石
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まちのわだいまちのわだいま ち の わ だ い

祝100歳　おめでとうございます

　芦北町健康フェアがきずなの里で８月 30 日に行われ
ました。血圧や血糖値、血管年齢の測定などの簡易健康
チェックや健康に関する展示のほか、ハンドマッサージ
や子どもたちの体験コーナーもあり、子どもから大人ま
で楽しみながら健康への関心を深めました。この日は
芦北高校福祉課の１年生 10 人も健康チェックの補助ス
タッフとして参加してくれました。

健康フェアであしきた健康体操を披露する湯浦保育園児

あしたのためにきたえよう健康力

児童と地域住民が七夕で交流
　湯浦児童館で８月６日、湯北福祉七夕まつりがあり、

湯浦保育園児や児童館を利用する子どもと地域住民が七

夕飾りを作ったりかき氷を振舞ったりして交流しまし

た。

　この行事は湯北地区住民でつくる湯北ほのぼの会と手

をつなぐ育成会、湯浦児童館が合同で主催し毎年行って

いるもので、今回で 12 回目となりました。

　子どもたちは、さまざまな願いを書いた短冊を結びつ

けていました。
七夕飾りを運ぶ地域住民と子どもたち

　水上バイクを活用して、水上パトロールなどの社会貢
献を目指すシーバードジャパンの県内初の拠点として、

「シーバードあしきた」が県立あしきた青少年の家に開
所しました。８月 22 日に行われた開所式で、あしきた
青少年の家の森英和所長は、「シーバードジャパンから
無償貸与された水上バイクを活用し、海水浴客の救助や
海の環境整備に貢献できれば」と話していました。
　 シーバードジャパンから無償貸与された水上バイクと開所

式に参加した皆さん

青少年の家   海を守る拠点に

　８月 10 日、金口正義さんが１００歳の誕生日を迎
え、芦北町から長寿慶祝金が贈られました。通所して
いる吉尾デイサービスセンターでは、隣接する吉尾保
育園児らがお祝いの歌やソーラン節を披露しました。
正義さんは麺類が好物とのことで、今の時期はそうめ
んが好きなのだそうです。また、８０歳頃から歌を歌
うことが好きになったということで、長生きの秘訣は
歌を歌うことと好物の麺を食べること、と答えられま
した。

スイカ割りを楽しむ子どもたち

稼げる竹林管理を目指して

やったね！大漁　地引網体験

大きな魚が獲れて子どもたちも大興奮

　８月 29 日、芦北マリンパークビーチで地引網体験が
行われ、町内外から親子約 200 人が参加しました。県
環境センターとあしきた青少年の家が海の豊かさを実感
し、環境を大切にする心を育むことを目的に毎年行って
います。「よいしょ、よいしょ」と少しずつ網を引き寄
せると、体長約 70㌢のスズキやタイ、タコなどが姿を
見せました。子どもたちはワーと歓声をあげ、大興奮。
熊本市から家族で訪れたという佐藤和彦くん（小５）は

「大きい魚が獲れてうれしかった。今日はタコが食べた
い」と舌なめずりをしていました。

　８月１日、塩石ミヨさんが 100 歳の誕生日を迎え、
芦北町から長寿慶祝金が贈られました。塩石さんは若
い時にご主人を亡くされ、女手一つで４人の子どもを
育てられました。多くの苦労があったそうですが、体
が丈夫で、高齢になってからも毎日のようにグラウン
ドゴルフに通っていました。現在は入院中ですが、

「家族みんなで 100 歳のお祝いをしたときには、昔の
思い出話をして、とても喜んでくれました」とご家族
が話されました。

　芦北児童館で７月 29 日、季節を感じる行事の一環と
して子どもたちを集めてスイカ割りがありました。スイ
カは児童館管理人の藤井正さんの畑で採れたもので、子
どもたちは目隠しをしてスイカ割りに挑戦しました。み
んなで一所懸命に誘導していましたが、なかなか当たり
ません。なんとか割れたスイカはみんなで分け合って美
味しく食べていました。
　児童館では毎月季節の行事などイベントを開催してい
ます。イベント内容などは本紙イベントカレンダーのペ
ージに掲載しています。

　水俣・芦北地域のタケノコ生産者などで組織する水
俣・芦北たけのこ部会（松原孝樹代表）が８月 10 日、
竹林整備の講習会を開き、約 20 人が参加しました。講
習会では竹の生育などについて学んだ後、丸山区の竹林
に移動。竹林の間伐方法などを実践しました。講師の段
村憲一さん（人吉市）が手早く竹を切る姿を参加者は感
心した様子で見学していました。同部会では「稼げる竹
林管理を目指し、荒廃した竹林を伐採整備して環境保全
につなげたい」と話していました。

塩石 ミヨさん
　 （塩浸）

児童館でスイカ割り

金口 正義さん
　（大岩二）

竹林で講師の段村さんから竹の切り方を学ぶ参加者
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痛
感
し
ま
し
た
。
近
年
大
き
な
台
風
被
害
を
受
け
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
台
風
に
対
し
て
油
断
が
あ
り
ま
し
た
。

停
電
や
断
水
も
発
生
し
、
い
ざ
と
い
う
時
へ
の
備
え
は
大
切
だ
と

再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
台
風
の
季
節
が
続

き
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
被
害
が
な
く
、
無
事
に
こ
の
秋
を
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ギ
）

　
　
　

　
　

　
【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村　

蕗
子

短
歌

　
【
町
民
講
座
】

　

客
発
ち
て
精
霊
送
り
の
宵
静
か
夜
更
け
て
一
人
終
の
灯
を
消
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

ミ
ホ

　

西
瓜
一
個
麦
わ
ら
帽
子
を
床
に
す
る
無
事
に
大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
園　

鈴
子

　

車
椅
子
ま
あ
る
い
母
を
運
び
ま
す
芝
生
の
小
み
ち
を
デ
イ
の
バ
ス
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渕
上　

晴
吾

　

立
ち
止
ま
り
眺
め
る
梅
雨
の
山
裾
の
淡
い
ピ
ン
ク
は
ね
む
の
花
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

洋
子

　

網
戸
よ
り
流
れ
る
微
風
に
秋
を
見
る
い
つ
し
か
雨
も
あ
が
り
し
日
暮　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

勝
子　

あしきた　　　　 自慢

成
松
佐
代
美

「
パ
プ
リ
カ
」

　
「
月
見
草
」

「火花」

又吉直樹　著

芸人の先輩、後輩が
運命のように出会っ
た…。笑いとは何か。
人間とは何なのか。
2015 年芥川賞受賞
作品。

（文藝春秋）

「子どもに言っては
　いけない55の言葉」

子育て奮闘中のママ
さんが使うべき「言
葉のフレーズ」を、
悪い例と比較しなが
ら解説。今後の子育
ての参考にいかがで
しょうか。曽田照子　著

（メイツ出版）

ジェフリー・ブラウン　著
とみなが あきこ　訳

（辰巳出版）

「ダース・ヴェイダー
　とルーク（４才）」

ほのぼのとして、ち
ょっぴり切ない笑っ
て泣けるユーモアな
本です。

お 誕 生 お め で と う

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

濱崎　琥
こ ひ ろ

大　  　７．２７　　男　　  健　　     田浦２

福﨑　裕
ひ ろ と

斗　　  ７. ２８　　男　　雄介　　   湯浦北

村上　凛
り な

南　　  ７．３０　　女　　勇樹　　   花岡西

山下　実
み み

壬　　  ７. ３１　　女　　雷太　　   湯浦南

山下　悠
ゆ う の す け

之介　  ８．  １　　男　　一平　　   小田浦３

山川　結
ゆ う や

弥　　  ８．  ５　　男　　清治　　   宮崎

森　煌
こ う た

太  　　　８．１１　　男　　紘史　　   宮浦

山本　莉
り ほ

穂　　  ８．１３　　女　　俊介　　   花岡西

木村　明
あ か り

理　　  ８．１６　　女　　真吾　　   湯浦北

寺川　千
ち ひ ろ

陽　  　８. ２４　　女　　廣治　　   湯浦南

H27. ８. １〜８.31 受付分（敬称略）受付件数 11 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

荒川　昌清　　　   ８． １　　  ８１　　　豊岡

田多良　美行　   　８． ２　　  ９１　　　田浦４

福島　安義　　　   ８． ３　　  ９４　　　田浦２

一森　ジュカ   　　８． ８　　  ９０　　　市野瀬

田中　行義　　   　８． ８　　  ９７　　　國見

濵﨑　栄龍　　　   ８． ８　　  ６２　　　田浦町１

市野　孝光　　　   ８．１１　　 ８０　　　小田浦２

井川　隆一　　　   ８．１６　　 ７７　　　米田

楠岡　勝義　　　   ８．２１　　 ７０　　　黒岩

山下　讓　　　　   ８．２２　　 ８３　　　田浦３

山田　勝子　　　   ８．２５　　 ７３　　　小田浦４

稲守　佐市  　　　 ８．２６　　 ９９　　    高岡北

塩田　ハツノ　　   ８．２８　　 ８７　　　田浦町２

佐々木　堅　　  　 ８．２８　　 ８９　　　米田

一𠩤　フジノ　　   ８. ２９　　 ９３　　　市野瀬

緒方　フミ子　　   ８. ２９　　 ８９　　　大川内東   

H27. ８. １〜８.31 受付分（敬称略）受付件数 22 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

　

橋
本
小
雪
さ
ん
は
さ
っ
そ
う
と
自
転
車
で
町
営
温

泉
プ
ー
ル
に
乗
り
付
け
る
と
、
ク
ロ
ー
ル
と
背
泳
ぎ

で
ゆ
っ
く
り
と
25
㍍
プ
ー
ル
を
往
復
。
１
日
約
１
時

間
、
４
０
０
〜
５
０
０
㍍
を
泳
ぐ
の
が
日
課
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
温
泉
プ
ー
ル
が
で
き
た
翌
年
、
66
歳

の
と
き
か
ら
通
い
は
じ
め
、
今
年
で
21
年
に
な
り
ま

す
。
き
っ
か
け
は
子
育
て
な
ど
が
終
わ
っ
て
時
間
に

余
裕
が
で
き
、
身
体
を
動
か
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と

か
ら
。
近
場
に
温
泉
プ
ー
ル
が
で
き
た
こ
と
も
後
押

し
に
な
り
ま
し
た
。
平
均
す
る
と
週
に
３
〜
４
日
、

昨
年
度
は
１
６
２
回
の
来
館
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
別
に
目
標
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
が
向
い
た

と
き
に
来
て
い
ま
す
」
と
自
然
体
で
話
す
橋
本
さ
ん
。

「
み
な
さ
ん
も
気
軽
に
泳
ぎ
に
来
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
」
と
笑
顔
で
水
泳
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

橋
本 

小
雪
さ
ん
（
86
歳
）

（
湯
浦
南
）

元気！

町
民
講
座
作
品
紹
介

絵
手
紙

押
し
花

図書紹介

寺
川　

和
子

BOOK
おすすめ

芦
北
町
立
図
書
館

芦
北
町
立
図
書
館

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

芦北町立図書館

☎︎（８２）２２１３



２
０

１
５

 ９
月

　N
o.129

（
再
生
紙
使
用
）

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
富
弘
さ
ん
の
詩
画
と
、

50
歳
の
と
き
脳
卒
中
で
倒
れ
右
半
身
が
不
随
と

な
っ
た
清
田
い
さ
お
さ
ん
（
玉
東
町
）
の
詩
画

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

1947 年 玉名郡玉東町に生まれる。
1998 年 50 歳のとき脳出血で倒れる。
2000 年 絵を描き始める。
2003 年 北九州国際障害者芸術祭で「ハ
　　　   ワイ屋」が入選。
　　　  第 39 回熊本県水彩画会展入選。

清田いさお

Profile

「
そ
こ
か
ら
造
る
未
来
」
星
野
富
弘
と
清
田
い
さ
お
展

◯ 

期
間　

11
月
８
日
㈰
ま
で

◯ 

開
館
時
間　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

◯ 

休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
2015

☎
  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

27
年

９
月

15 日
発

　
行

／
芦

北
町

　
　

編
集

／
総

務
課

印
　

刷
／

マ
ス

ミ
印

刷

（
再

生
紙

使
用

）

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

美術館だより

星
野
富
弘
「
ミ
ズ
ナ
ラ
」　

２
０
０
６
年

芦北町立

祝
全
国
制
覇

　田村響くんは、8 月 21 日から 23 日に
かけて香川県で開催された「第 23 回全
国中学生空手道選手権大会」で見事優勝
しました。11 月にインドネシアで開催
される「世界ジュニア＆カデット空手道
選手権大会」への出場も決まり、「海外
選手のスピードに対応できるよう練習し
ていきたい」と話していました。

　山下昇介くんは、８月２日に両国国技
館で開催された「第 31 回わんぱく相撲
全国大会」で見事優勝を果たしました。
来年の同大会では、横綱として土俵入り
する予定で、「連覇を目指します」と話
していました。山下くんは出水市から週
３〜４回、芦北トレジャー相撲クラブに
通いながら心・技・体を磨いています。 

山下 昇介くん

こ
の
夏
、
全
国
大
会
を
制
し
た
二
人
の
選
手
が
、

竹
﨑
町
長
に
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

（出水市立高尾野小４年）
芦北トレジャー相撲クラブ所属

田村　響くん
（佐敷中３年）

　

８
月
22
日
、
23
日
に
茨
城
県
で
行
わ

れ
た
第
16
回
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
鶴
岡
一

人
記
念
大
会
に
中
四
国
九
州
代
表
と
し

て
選
抜
さ
れ
出
場
。
チ
ー
ム
の
準
優
勝

に
貢
献
し
ま
し
た
。

準
優
勝

寺川 鈴華さん
（湯浦中１年）

優
勝

九
州
大
会

井川 龍人くん
（佐敷中３年）

　

８
月
９
日
、
10
日
に
沖
縄
県
で
行
わ

れ
た
第
37
回
九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大

会
に
出
場
し
、
男
子
３
０
０
０
㍍
で
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

全
国
大
会

▼
第
23
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
（
男
子
個
人
組
手
）

▼
第
31
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
（
小
学
４
年
生
）

▼
第
16
回
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ

　
　
　
　
　

鶴
岡
一
人
記
念
大
会

▼
第
37
回
九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会


